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やぶき　議会だより

10
月
22
日
～
23
日
に
薄
葉

委
員
長
、加
藤
副
委
員
長
、

吉
田
、
熊
田
、
安
井
、
諸

根
各
委
員
が
行
政
視
察
を

行
い
、
初
日
は
宮
城
県
大

河
原
町
の
仙
南
地
域
広
域

行
政
事
務
組
合
の
「
徴
税

等
の
滞
納
整
理
の
取
組
」、

翌
日
は
山
形
県
中
山
町
の

「
ふ
る
さ
と
寄
付
金
制
度

の
取
組
」
に
つ
い
て
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

総
務

常
任
委
員
会

　

仙
南
事
務
組
合
は
、
宮

城
県
最
南
部
２
市
７
町

（
人
口
約
18
万
人
）
で
構

成
さ
れ
、
平
成
15
年
度
末

に
は
市
町
村
税
の
滞
納
額

が
24
億
円
を
超
え
、
国
保

税
を
含
め
る
と
42
億
円
に

上
り
ま
し
た
。
平
成
17
年

4
月
か
ら
9
年
間
で
の
回

収
率
は
31.6
％
で
徴
収
額

は
、
約
８
億
９
千
万
円
で

す
が
、
滞
納
者
へ
は
組
合

へ
の
移
管
予
告
で
、
自
主

的
納
税
を
促
す
「
予
告
効

果
」
や
滞
納
整
理
課
で
の

処
分
が
住
民
に
知
ら
れ
る

「
ア
ナ
ウ
ン
ス
効
果
」
が

働
い
て
い
ま
し
た
。

　

中
山
町
は
人
口
約

1
万
2
千
人
、
面
積
は
矢

吹
の
半
分
の
約
31
㎢
の
農

業
が
盛
ん
な
町
で
、
ふ
る

さ
と
寄
付
金
制
度
は
平
成

20
年
度
に
始
ま
り
、
23

年
度
ま
で
は
13
件
31
万

円
で
し
た
が
、
平
成
24

年
度
か
ら
記
念
品
発
送

を
開
始
、
24
年
度
137
件
、

153
万
円
、
25
年
度
874
件
、

909
万
円
、
平
成
26
年
度
は

１
千
５
百
万
円
を
超
え
る

と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

寄
附
金
は
寄
附
者
の
希

望
に
応
じ
、子
育
て
支
援
、

健
康
・
福
祉
に
関
す
る
事

業
、
教
育
・
文
化
に
関
す

る
事
業
、
産
業
の
振
興
に

関
す
る
事
業
、
生
活
の
安

全
・
安
心
に
関
す
る
事
業

の
各
基
金
に
積
み
立
て
ら

れ
、
翌
年
度
以
降
の
事
業

に
充
て
ら
れ
、
寄
附
者
に

は
、
特
産
の
さ
く
ら
ん
ぼ

等
が
送
ら
れ
ま
す
。

　

２
日
間
の
調
査
で
滞
納

状
況
は
年
々
複
雑
化
し
処

理
困
難
な
案
件
が
増
え
各

市
町
村
で
対
応
す
る
こ
と

は
、
滞
納
処
分
等
徴
収
技

術
に
格
差
が
あ
り
、
増
加

す
る
悪
質
滞
納
者
の
解
消

は
困
難
と
感
じ
ま
し
た
。

納
税
相
談
に
応
じ
な
い
滞

納
者
へ
の
対
策
が
で
き
る

専
門
的
組
織
が
必
要
で
あ

る
と
感
じ
、
広
域
的
な
徴

収
組
織
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
は
有
効
と
痛
感
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
寄

附
制
度
を
活
用
し
、
ふ
る

さ
と
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う

こ
と
に
よ
り
町
の
産
業
振

興
や
観
光
振
興
に
つ
な
が

る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

議
会
広
報

編
集
委
員
会

11
月
17
日
～
18
日
に
岩
手

県
紫
波
町
で
安
井
委
員

長
、
薄
葉
副
委
員
長
、
栗

崎
、
大
木
、
鈴
木
一
、
鈴

木
隆
各
委
員
が
行
政
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

　

初
日
は
同
議
会
の
広
報
広

聴
活
動
を
調
査
し
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
は
町
民
が
知
り

た
い
も
の
、
知
ら
せ
た
い
も

の
に
重
点
を
置
い
て
編
集
を

行
い
、
町
民
目
線
に
立
っ
た

紙
面
を
心
が
け
、
表
紙
の
写

真
も
動
き
や
、
人
物
の
表
情

が
伝
わ
る
も
の
を
議
員
自
ら

取
材
、
記
事
も
、
本
会
議
で

の
審
議
内
容
や
一
般
質
問
に

加
え
、
一
般
質
問
の
そ
の
後

の
経
過
や
議
員
の
エ
ッ
セ

イ
、
町
民
の
町
政
へ
の
要
望

を
載
せ
る
な
ど
、
町
民
が
関

心
を
持
て
る
努
力
を
し
て
い

ま
す
。

　

一
般
質
問
も
、
平
成
20
年

３
月
議
会
か
ら
一
問
一
答
方

式
を
導
入
し
、
あ
ら
か
じ
め

記
事
を
担
当
す
る
議
員
を
決

め
、
自
ら
議
場
で
質
問
と
答

弁
を
録
音
し
原
稿
を
書
い
て

い
ま
す
。

平
成
26
年
度
か
ら
は
、
旧
議

会
報
編
集
委
員
会
を
、
広
聴

ま
で
行
う
広
報
広
聴
常
任
委

員
会
に
改
編
し
、
議
会
だ
よ

り
の
編
集
作
成
に
加
え
、
議

会
の
ラ
イ
ブ
中
継
や
録
画
配

信
を
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

本
会
議
等
を
傍
聴
し
、
町
民

の
声
を
議
会
運
営
に
反
映
す

る
た
め
意
見
を
い
た
だ
く
議

会
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

　

翌
日
は
、
同
町
の
公
民
連

携
に
よ
る
、
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
視
察
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
平
成
10
年
に
公

共
施
設
用
地
と
し
て
取
得
し

た
10.7　

の
土
地
が
、
財
政
状

況
悪
化
で
十
年
以
上
塩
漬
け

に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
利
活

用
を
、
民
間
か
ら
提
案
を
募

り
、
財
政
負
担
の
低
減
と
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

計
画
で
す
。　

　

こ
の
土
地
に
日
本
サ
ッ

カ
ー
協
会
公
認
の
グ
ラ
ン
ド

整
備
と
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
本

部
の
誘
致
、
民
間
店
舗
と
交

流
館
・
町
立
図
書
館
を
併
せ

た
施
設
を
官
民
出
資
の
オ

ガ
ー
ル
紫
波
株
式
会
社
が
整

備
、
町
は
会
社
へ
出
資
し
施

設
内
に
子
育
て
応
援
施
設
を

整
備
、
コ
ス
ト
は
テ
ナ
ン
ト

料
等
で
賄
わ
れ
ま
す
。ま
た
、

今
年
竣
工
の
町
新
庁
舎
へ
は

紫
波
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

株
式
会
社
が
、
エ
リ
ア
内
の

一
般
住
宅
向
け
と
合
わ
せ
熱

供
給
し
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
削
減
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
転
換
に
寄
与
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
調
査
の
成
果
を
開
か

れ
た
議
会
や
町
づ
く
り
に
繋

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
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